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業　績 ジベレリン (GA) は、20 世紀の作物増収を引き起こした「緑の革命」に用いられた植物伸長ホルモンと
して広く知られている。しかし GA およびその受容機構が、植物進化の過程でどのように使われるに至ったかにつ
いては、不明であった。
　氏は、GA が転写因子 GAMYB を介して高等植物の生殖過程に関わっていることに注目し、植物進化の諸段階を
代表するコケやシダでの GA 生殖機構の有無を調べた。その結果、GA 受容系を持たないコケでも GAMYB だけは
存在し、後のシダの時代で GA 受容系が出現した際、その下流に GAMYB による生殖システムが組み入れられたと
するモデルを提唱した。
　本研究成果は、GA による生殖システムが進化過程でどの様に誕生したかを示した初の事例であり、GA による植
物生殖制御手法の開発にもつながると期待される。
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業　績 強相関フラストレート系は、量子多体系の中でも特に非自明で、扱いが難しいことで知られている。これ
まで当該分野の理論的研究は、磁性体におけるスピン液体相の解明を中心に進められてきたが、最も基本的な三角格
子およびカゴメ格子系の理解さえ途上の段階にあった。
　氏は、新奇量子相の探索を目指した研究を推進し、電荷のフラストレーションによる異常金属や、量子電荷ダイポー
ルを起源とするマルチフェロイクスなど、当該分野の枠を広げる様々な新概念を導入した。また、無限系の物理量を
容易かつ精緻に求める「グランドカノニカル数値解析法」を開発し、これが実際に新たな量子スピン液体相の発見へ
と繋がった。
　本研究成果は、量子多体系の数値的研究の分野に一石を投じるとともに、当該分野の実験研究に対する道標として
の役割を果たし、その発展に寄与することが期待される。
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